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研究所所員の活躍の紹介

朝日新聞2009年9月1日 朝刊23ペ ー ジ 東京本社,に 理工学総合研究所 の山崎秀夫准教授の業績が

紹介されました。

以下の文章および図は新聞紙面からスキャナーを使って取り出したものです。朝日新聞社の記事使

用の承諾に感謝いたします。

「黒い雨」も重金属も保存

何の価値もないように見える水底の泥が、環境汚染の歴史を物語るデータバンクとして注目されてい

る。湖沼や海底の泥に、産業活動で生じた重金属などが降 り積もり、地層のように保存されるからだ。

その濃度と年代により、アジア大陸からの越境汚染の影響や、原爆による 「黒い雨」の跡などもわか

る。(鍛 治信太郎)

汚染の歴史語る湖沼や海の底

長崎市のダム湖 「西山貯水池」(1904年 完成)

は、原爆の爆心地 か ら東約2.5キ ロにある。近畿

大の山崎秀夫准教授(環 境解析学)ら は、 その水

底か ら深さ約6メ ー トル分の泥を採取 した。

水底の一番上の表層が最近積もった泥で、深さ

6メ ー トルの ところは1880年 ごろだ。泥に含 まれ

るプル トニウムの濃度を調べると、1940年 代にあ

たる部分にピークがあ り、 それより深いところか

らは検出されない。

プル トニウムは天然には存在しない人工元素

だ。長崎原爆に使われ、第2次 世界大戦後 には、大

気圏内核実験 で各地にぱらまかれた。核実験に伴

うプル トニウム濃度は、63年 ごろが最 も多 くなる。

西山貯水池の60年 代 の泥 のプル トニウムの放

射能ぽ、1キ ログラムあた り最大14ベ クレル。45

年は同303ベ クレルではるかに多い。その年の8

月、長崎に原爆が落 とされ、西山貯水池に 「黒い

雨」が降り注いだからだ。

長崎型の原爆 と戦後の原水爆では性能が違い、

核分裂反応で燃え残るプル トニウムの種類に差が

出るため、どちらのものか区別できる。

核分裂反応で生じる人工元素セシウム137の 濃

度 も、同様の傾向を示 している。

百年以上残る泥

泥からは、鉛、水銀、銅、亜鉛など産業活動で大

気中や河川に放出される重金属も検出される.

雨に混 じって降った り、川から流れ込んだりし

て、湖沼や海の底に静かにたまっていく。地表だ

と風で吹き飛ばされたり、水の流れで削られたり

するが、湖や湾の水底ではかき乱されずにそのま

ま保存される。

埋まった泥を排出する機能が付いたダムもある

が、西山貯水池は旧式なため、100年 以上 も泥が

積 も り続けているのだ。

重金属はもともと土壌に存在するが、天然の濃

度は場所ごとにほぼ一定だ。そのため、人類の活

動以前の濃度を基準にして、それより多い分は人

為的汚染によると考えられる。

たとえば鉛。各種合金や電池の材料、電子部品

のはんだ付けなどに使われる。大阪湾や琵琶湖の

水底では明治維新以後、日本の工業の発展ととも

に濃度が増えてくる。戦後の高度成長で60年 代に

ピークになった。だが、公害が問題になり、60年

代後半か ら公害対策基本法、大気汚染防止法、水

質汚濁防止法などが次々制定され、規制が厳しく

なる70年 代 か ら減 り始める。

ところが、長崎湾では45年 の濃度がもっとも

高かった。山崎さんは 「原爆で大規模な破壊が急

激に起 こり、市街地にあった重金属が一気に飛散

して流れ込んだのではないか」 と推測する。
一方、沖縄県の宮古島(伊 良部)で は、人為的

な鉛は60年 代 までほとん どな く、70年 代か ら増

え始める。与那国島で も70年 代以降の方 が多 く、

2000年 代になっても減っていない。島根県の隠岐

や北海道の礼文島も同様だ。ただし、自然状態の

鉛を合わせても、土壌汚染の基準値150ppmは

大き く下回っている。

これ らの島内には、重金属を大量に放出する汚

染源はない。宮古島や礼文島の鉛はアジア大陸か

ら風に乗ってくる越境汚染 とみられる。与那国島

は台湾、隠岐は韓国からの影響を受けていると考

えられる。

水銀も鉛 と似た傾向が見られる。

長期の比較可能

泥が積もる速度は場所によって違 う。また、西山
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貯水池には82年 の大水害で流れ込んだ土石の堆積

層がはさまるなど一一様ではない。

年代を決めるのに活躍するのが放射性元素だ。

石器や化石など数百年前から数万年前の年代を調

べるには炭素14が よ く使われる。炭素14は 量が

半分 になる半減期が5730年 。ただ泥の場合、これ

では長すぎる。半減期約22年 の鉛210を 使 うと、

ここ100年 ほ どの歴史を1、2年 ごとに見 るのに

ちょうどいい。

大阪布立大の吉川周作教授(地 質学)は 「琵琶

湖の泥は200メ ー トル、40万 年分以上あ り、桜島

や阿蘇山の噴火の火山灰など人類活動よりはるか

に古い痕跡が研究されている。大気の試料を取る

灘難響 勲

方法では短期間しかわからないが、泥なら長期間

の大気汚染の変化も調べられる」 という。

重金属以外にも、蒸発したり、水に溶けたり

しない物質であれば何でも泥の中に保存されてい

る。吉川さんは 「今は人類に未知の物質でもすべ

て記録されているから、将来、新しい汚染物質が見

つかった時、過去の汚染を調べるデータバンクと

して保管しておいた泥をまた利用できる」という。

水底から取れた泥は、人類による環境汚染の

歴史をいつでも語ることができるのだ。

◆ 「アスパラクラブ」(http:〃asparaasahi.com)

の 「aサ ロン ・科学面 によ うこそ」 にもトップ記

事を掲載しています。
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